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行
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今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成28年９月30日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,510人 （＋3）
　　男：11,899人 （＋14）
　　女：12,611人 （－11）
世帯数：10,581世帯 （＋5）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
第
四
小
学
校
　
６
年

 

世
良
　
汐
里
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

【
評
】　「
ゆ
め
の
　
こ
う
え
ん
」

こ
の
「
ゆ
め
の
公
園
」
に
は
、

た
く
さ
ん
の
プ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
虹
に

囲
ま
れ
た
プ
ー
ル
で
友
達
が

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

虹
は
滑
り
台
に
も
な
り
ま
す
。

大
木
の
そ
ば
で
虹
が
煌
め
く
、

ま
さ
に
ゆ
め
の
公
園
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

▲

　
熊
野
第
四
小
学
校
　
４
年
　
宮
岡
　
瑛
斗

▲

　
熊
野
第
四
小
学
校
　
１
年
　
大
本
　
英
奈

【
評
】　
全
７
か
所
あ
る
は
ら

い
を
丁
寧
に
書
き
分
け
、
力

強
く
の
び
や
か
な
作
品
に
仕

上
げ
て
い
る
。
ひ
し
形
の
外

形
や
一
画
一
画
の
長
さ
や
太

さ
を
意
識
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
書
け
て
い
る
。

【
三
景
園
も
み
じ
ま
つ
り
】

　
広
島
の
景
観
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
日
本
庭
園
で
す
。
色
鮮
や

か
に
紅
葉
し
た
木
々
が
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
な
し
、
池
に
映
る
姿
は

絶
景
。
出
店
な
ど
多
彩
な
イ
ベン

ト
が
楽
し
め
ま
す
。

11
月
５
日
㈯
〜
20
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
園
は
閉
園
30
分
前
ま
で
）

も
み
じ
ま
つ
り
期
間
大
人
310

円
・
小
中
学
生
160
円

三
景
園
内
（
三
原
市
本
郷
町

善
入
寺
）

三
景
園
管
理
事
務
所

０
８

４
８
‐
86
‐
９
２
０
０

（商工観光課）

後
残
っ
て
い
た
葉
柄

が
枝
か
ら
落
ち
ま
す
。

単
葉
に
見
え
ま
す
が
、

実
は
複
葉
の
性
質
を

持
っ
て
い
る
た
め
葉

身
と
葉
柄
の
境
に
離

層
が
で
き
る
の
で
す
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
に

分
布
す
る
蔓
性
の
落

葉
樹
で
す
。

　
ブ
ド
ウ
科
の
植
物
は
、
節
か

ら
巻
き
ひ
げ
を
出
し
ま
す
。
ツ
タ

の
巻
き
ひ
げ
は
、
２
節
続
い

て
出
る
と
次
の
１
節
に
は
出

ま
せ
ん
。
最
大
の
特
徴
は
、
枝
を

分
け
た
巻
き
ひ
げ
の
先
が
吸
盤

と
な
り
木
や
岩
な
ど
に
吸
着

す
る
こ
と
で
す
。
伝・

う
よ
う
に

這
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
ツ
タ

の
名
が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
壁
一
面
に
万
遍
無
く
蔓

を
這
わ
せ
る
、
ツ
タ
の
セ
ン
サ

ー
に
は
脱
帽
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
別
名
、
夏な
つ
づ
た蔦
。
古
名
は
甘あ
ま
ず
ら葛
。

平
安
時
代
、
早
春
に
蔓
か
ら
樹

液
を
採
り
、
煮
詰
め
て
甘
味
料

を
作
っ
た
こ
と
に
よ
る
名
で
す
。

【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

　
見
事
な
紅
葉
の
蔦つ
た
も
み
じ

紅
葉
。
古

く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
、
絵
画
な

ど
に
も
数
多
く
登
場
し
、
家
紋

に
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
花
期
は
６
〜
７
月
。
短
枝
か

ら
花
序
を
出
し
、
黄
緑
色
の
小

さ
な
花
を
多
数
つ
け
ま
す
。
果

実
は
径
６
㎜
ほ
ど
の
球
形
で
、

秋
に
黒
紫
色
に
熟
し
ま
す
。
喉

に
刺
激
が
あ
り
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
鳥
は
好
物
の
よ
う
で
す
。

　
葉
は
若
い
長
枝
で
は
小
形
で

互
生
。
３
出
複
葉
も
あ
り
ま
す
。

短
枝
で
は
、
長
い
葉
柄
を
持
つ

大
き
な
葉
が
２
枚
ず
つ
出
ま
す
。

　
多
く
の
種
類
で
、
葉
柄
が
枝

か
ら
離
れ
て
落
葉
し
ま
す
が
、

ツ
タ
は
、
ま
ず
葉
（
葉
身
）
が

葉
柄
か
ら
離
れ
て
落
ち
、
そ
の

（326）

ツタ
（ブドウ科）


